
 

 

 

 

6月になり、朝晩の気温差も少し和らいできましたが、日中は気温が高くなり、熱中症が心配されます。

この時期は熱中症の予防とコロナウイルス対策の両方を注意していかなければなりません。「まん延防止

等重点措置」の期間も、6月 20日まで延長されることとなりました。毎日の健康チェックをこれまで以

上に意識して行い、自分の体調をしっかり把握・管理することが大切です。また、暑さに慣れていないこ

の時期は、のどが渇いたと思う前に必ず水分補給をする、体育の前などは積極的に飲むようにする、など

熱中症対策も忘れずに行ってくださいね。梅雨のじめじめとした時期が続きますが、衣服の調節をした

り、人のいないところではマスクをはずしたりするなど、適切な方法を考え、夏に備えて健康な身体作り

をしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健だより  多治見西高校・附属中学校 6月号（6/11） 

歯を失くす原因で一番多いのは、実は

むし歯ではなく、歯周病。約 80％の大

人がかかっているとも言われています。 

6月は歯科検診があります！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食中毒に気をつけよう！ 

夏に向けて、熱中症に注意 
コロナウイルス感染対策による「新しい生活様式」の熱中症予防 

屋外で、人と十分な距離（2メ

ートル以上）を確保できる場合

は、マスクをはずしましょう。 

マスクをしていると、のどの渇きに気づか

ないことがあります。のどが渇く前に、

少ない量を何度かに分けて、水分補給を

行いましょう。 


